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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所望の被写体を撮像してビデオ信号を生成する撮像手段と、
　前記ビデオ信号に対応するオーディオ信号を入力するオーディオ信号入力手段と、
　ディスク状記録媒体を着脱可能に保持し、前記ディスク状記録媒体に、前記ビデオ信号
及びオーディオ信号を記録する記録手段とを有し、
　前記記録手段は、
　前記ディスク状記録媒体の情報記録面を同心円状に分割して、内周側領域に編集リスト
の記録領域と管理データの記録領域とを確保し、
　外周側領域を同心円状に分割し、この分割された各領域の外周側に前記ビデオ信号の記
録領域を形成し、内周側にそれぞれ前記外周側のビデオ信号に対応する第１のオーディオ
信号の記録領域、第２のオーディオ信号の記録領域、第３のオーディオ信号の記録領域お
よび第４のオーディオ信号の記録領域を同心円状に形成するとともに、前記ビデオ信号の
記録領域及び前記第１乃至第４のオーディオ信号の記録領域が前記ディスク状記録媒体の
径方向に順次循環的に繰り返すように、前記外周側領域に、順次前記ビデオ信号、前記オ
ーディオ信号を記録し、
　前記管理データの記録領域に、前記外周側領域に記録した前記ビデオ信号及びオーディ
オ信号を管理する管理用データを記録し、
　前記編集リストの記録領域は、
　前記ディスク状記録媒体を装着する所定の編集装置において、該ディスク状記録媒体に
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記録された前記ビデオ信号及び前記第１乃至第４オーディオ信号を編集する編集リストの
データが記録される
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記ディスク状記録媒体は、
　光ディスクでなる
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　着脱可能に保持されたディスク状記録媒体よりビデオ信号及びオーディオ信号を再生す
る再生手段と、
　前記再生手段により再生された前記ビデオ信号及びオーディオ信号に基づくオペレータ
の操作を受け付けて、前記ディスク状記録媒体に記録された前記ビデオ信号及びオーディ
オ信号を編集する編集リストを作成する編集リスト作成手段と、
　前記編集リストを前記ディスク状記録媒体に記録する記録手段とを有し、
　前記ディスク状記録媒体は、
　情報記録面が同心円状に分割されて、内周側領域に編集リストの記録領域と管理データ
の記録領域とが確保され、
　外周側領域が同心円状に分割され、この分割された各領域の外周側に前記ビデオ信号の
記録領域が形成され、内周側にそれぞれ前記外周側のビデオ信号に対応する第１のオーデ
ィオ信号の記録領域、第２のオーディオ信号の記録領域、第３のオーディオ信号の記録領
域および第４のオーディオ信号の記録領域が同心円状に形成されるとともに、前記ビデオ
信号の記録領域及び前記第１乃至第４のオーディオ信号の記録領域が前記ディスク状記録
媒体の径方向に順次循環的に繰り返すように、前記外周側領域に、順次前記ビデオ信号、
前記オーディオ信号が記録され、
　前記管理データの記録領域に、前記外周側領域に記録した前記ビデオ信号及びオーディ
オ信号を管理する管理用データが記録され、
　前記ディスク状記録媒体は、
　前記編集リストの記録領域、管理データの記録領域、及び第１乃至第４のオーディオ信
号の記録領域が、前記ビデオ信号を記録する撮像装置で確保され、
　前記再生手段は、
　前記管理用データに基づいて、前記ビデオ信号の記録領域、前記オーディオ信号の記録
領域から前記ビデオ信号及びオーディオ信号を再生し、
　前記記録手段は、
　前記編集リストの記録領域に前記編集リストを記録する
　ことを特徴とする編集装置。
【請求項４】
　前記再生手段は、
　前記ディスク状記録媒体より前記ビデオ信号を再生するビデオ信号再生系と、
　前記ビデオ信号再生系とは独立してシークして、前記ディスク状記録媒体より前記オー
ディオ信号を再生するオーディオ信号再生系とを有する
　ことを特徴とする請求項３に記載の編集装置。
【請求項５】
　前記ディスク状記録媒体は、
　光ディスクでなる
　ことを特徴とする請求項３に記載の編集装置。
【請求項６】
　ディスク状記録媒体を着脱可能に保持し、所望の被写体を撮像して得られるビデオ信号
及びオーディオ信号を前記ディスク状記録媒体に記録する撮像装置と、
　前記ディスク状記録媒体を着脱可能に保持し、前記撮像装置により前記ディスク状記録
媒体に記録された前記ビデオ信号及びオーディオ信号を再生し、該再生された前記ビデオ



(3) JP 4303798 B2 2009.7.29

10

20

30

40

50

信号及びオーディオ信号に基づくオペレータの操作により、前記ビデオ信号及びオーディ
オ信号を編集する編集リストを作成し、前記編集リストを前記ディスク状記録媒体に記録
する編集装置とを備え、
　前記撮像装置は、
　前記ディスク状記録媒体の情報記録面を同心円状に分割して、内周側領域に編集リスト
の記録領域と管理データの記録領域とを確保し、
　外周側領域を同心円状に分割し、この分割された各領域の外周側に前記ビデオ信号の記
録領域を形成し、内周側にそれぞれ前記外周側のビデオ信号に対応する第１のオーディオ
信号の記録領域、第２のオーディオ信号の記録領域、第３のオーディオ信号の記録領域お
よび第４のオーディオ信号の記録領域を同心円状に形成するとともに、前記ビデオ信号の
記録領域及び前記第１乃至第４のオーディオ信号の記録領域が前記ディスク状記録媒体の
径方向に順次循環的に繰り返すように、前記外周側領域に、順次前記ビデオ信号、前記オ
ーディオ信号を記録し、
　前記管理データの記録領域に、前記外周側領域に記録した前記ビデオ信号及びオーディ
オを管理する管理用データを記録し、
　前記編集装置は、
　前記編集リストの記録領域に前記編集リストを記録する
　ことを特徴とする編集システム。
【請求項７】
　前記ディスク状記録媒体は、
　光ディスクでなる
　ことを特徴とする請求項６に記載の編集システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、撮像装置、編集装置及び編集システムに関し、例えば現場にて取材した番組
を編集するフィールド編集システムに適用することができる。本発明は、ビデオ信号及び
オーディオ信号と共に、ビデオ信号、オーディオ信号の管理用データと、編集リストのデ
ータを併せてディスク状記録媒体に記録することにより、撮像から編集までの過程を、１
のディスク状記録媒体で処理できるようにして、この種のシステムの使い勝手を向上する
。
【０００２】
【従来の技術】
従来、放送局外のフィールドでなる取材現場等においては、取材した番組を簡易な編集シ
ステムで編集することにより、取材結果を迅速に放送できるようになされている。このよ
うな編集システムは、磁気テープによる取材内容を、中間の記録媒体でなるハードディス
ク装置に一旦記録して編集することにより、効率良く編集できるようになされている。
【０００３】
すなわちフィールドにおいて、２台のビデオテープレコーダを用いたいわゆるＡＢロール
編集により取材結果を編集したのでは、磁気テープを早送り、巻き戻しして所望のカット
を頭出しする作業等に時間を要し、その分編集作業に時間を要するようになる。
【０００４】
このため中間の記録媒体を用いる編集システムは、例えばカメラ一体型ビデオテープレコ
ーダにより磁気テープに記録したビデオ信号及びオーディオ信号を、一旦、ハードディス
ク装置にダビングする。その後、このハードディスク装置上におけるビデオ信号及びオー
ディオ信号の再生により編集点を設定して編集リストを作成した後、この編集リストに従
ってハードディスク装置に記録したビデオ信号及びオーディオ信号を磁気テープに記録す
る。
【０００５】
この編集システムでは、磁気テープを用いたＡＢロール編集の場合に比して、編集点の設
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定に要する時間を格段的に低減でき、その分例えば報道関係の取材結果を短時間で放送す
ることができる。
【０００６】
【発明が解決しようとする問題】
ところがこの編集システムでは、磁気テープに記録されたビデオ信号及びオーディオ信号
を中間の記録媒体にダビングするのに時間を要することになる。ちなみに、３０分の取材
結果を例えば４倍速によりハードディスク装置に記録する場合でも、ハードディスク装置
に記録するために７分３０秒もの時間を要することになる。
【０００７】
また編集結果についても、磁気テープに記録し直して放送局に持ち帰ることにより、この
磁気テープに編集結果を記録し直すのにも時間を要することになる。
【０００８】
これらの時間を短縮して、従来に比して格段的に効率良く取材結果を処理することができ
れば、さらに一段とこの種のシステムの使い勝手を向上できると考えられる。
【０００９】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、従来に比して格段的に効率良く取材結果
を処理することができる撮像装置、編集装置及び編集システムを提案しようとするもので
ある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
かかる課題を解決するため本発明においては、撮像装置に適用して、着脱可能に保持した
ディスク状記録媒体にビデオ信号及びオーディオ信号を記録する記録手段において、ディ
スク状記録媒体の情報記録面を同心円状に分割して、編集リストの記録領域と管理データ
の記録領域とを確保し、残る領域にビデオ信号及びオーディオ信号を記録し、管理データ
の記録領域に、各ビデオ信号及びオーディオ信号を管理する管理用データを記録する。
【００１１】
また編集装置に適用して、領域が分割され、管理用データ、ビデオ信号及びオーディオ信
号が記録されてなるディスク状記録媒体のうちの、編集リストの記録領域に編集リストを
記録する。
【００１２】
さらに編集システムに適用して、撮像装置において、ディスク状記録媒体の情報記録面を
同心円状に分割して、編集リストの記録領域と管理データの記録領域とを確保し、残る領
域にビデオ信号及びオーディオ信号を記録し、管理データの記録領域に、各ビデオ信号及
びオーディオ信号を管理する管理用データを記録し、編集装置において、編集リストの記
録領域に編集リストを記録する。
【００１３】
１のディスク状記録媒体において、情報記録面を同心円状に分割して、編集リストの記録
領域と管理データの記録領域とを確保し、残る領域にビデオ信号及びオーディオ信号を記
録し、管理データの記録領域に、各ビデオ信号及びオーディオ信号を管理する管理用デー
タを記録し、編集リストの記録領域に編集リストを記録すれば、この１のディスク状記録
媒体を撮像から編集までの過程で共通して使用して、ビデオ信号及びオーディオ信号を処
理することができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施の形態を詳述する。
【００１５】
（１－１）第１の実施の形態の構成
図１は、本発明の第１の実施の形態に係る編集システムを示す平面図である。この編集シ
ステム１では、テレビジョンカメラ２を用いて光ディスク３に取材内容でなるディジタル
ビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を記録する。さらに編集システム１では、取材
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が完了すると、テレビジョンカメラ２より光ディスク３を取り外して、例えば車載のビュ
アー４にこの光ディスク３を装填し、パーソナルコンピュータ５の制御によりこのビュア
ー４を操作して光ディスク３に記録されたディジタルビデオ信号及びディジタルオーディ
オ信号を再生し、またこれらディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号の編集
リストを光ディスク３に記録する。
【００１６】
これによりこの編集システム１では、この光ディスク３を放送局に持ち帰って、この光デ
ィスク３に記録された編集リストに従って、光ディスク３に記録された取材内容の編集結
果を即座に放送できるようになされ、また必要に応じて直接ＳＮＧ回線等を介してこのビ
ュアー４より放送局に編集結果を伝送できるようになされている。
【００１７】
図２は、このシステム１に適用される光ディスク３を示す平面図である。この光ディスク
３は、所定のカートリッジ３Ａに収納して保持され、これにより塵等の進入を有効に回避
できるようになされている。さらに光ディスク３は、テレビジョンカメラ２又はビュアー
４等の機器に装填されると、このカートリッジ３Ａに配置されたシャッターがスライドし
て情報記録面が露出するように形成され、これによりテレビジョンカメラ２、ビュアー４
によりアクセスできるようになされている。
【００１８】
この光ディスク３は、両面に情報記録面を形成した、書き換え可能ないわゆる相変化型の
光ディスクでなり、レーザービームのガイド溝を担うプリグルーブが蛇行して形成され、
レーザービーム照射位置におけるこのプリグルーブの蛇行周期が一定周期になるように回
転駆動して、線速度一定の条件により光ディスク３を回転駆動できるようになされている
。さらに光ディスク３は、一方の面側においては、この面側より見て、プリグルーブが時
計周りで外周側から内周側に順次形成されるのに対し、他方の面側においては、この他方
の面側より見て、プリグルーブが反時計周りで外周側から内周側に順次形成されるように
なされている。これにより光ディスク３は、両面に対向するように配置した１対の光ピッ
クアップを外周側より内周側に順次移動させて、それぞれ各面においてプリグルーブに沿
ってレーザービーム照射位置を順次変位させることができるようになされている。
【００１９】
この光ディスク３は、内周側に、システムデータ領域ＡＲ１が形成される。ここでこのシ
ステムデータ領域ＡＲ１は、同心円状に３つの領域ＡＲ１Ａ、ＡＲ１Ｂ、ＡＲ１Ｃに分割
され、最内周の領域ＡＲ１Ａに、この光ディスクの製造時に記録された管理用データが記
録される。ここでこの管理用データは、光ディスク３へのデータ記録時における最適光量
、光ディスク３で共通のシリアル番号、各光ディスク３にそれぞれ割り当てられた固有の
識別データ等により構成される。
【００２０】
続く外周側の領域ＡＲ１Ｂには、光ディスク３に記録したディジタルビデオ信号の管理用
データが記録される。ここで管理用データは、ディジタルビデオ信号及びディジタルオー
ディオ信号による各ファイルの記録開始位置、記録終了位置でなるアドレス情報、記録開
始時点及び記録終了時点のタイムコード、カメラマンにより設定される編集可能ファイル
か否かの識別データ、撮像時の条件のデータにより構成される。ここで撮像時の条件のデ
ータは、撮像した日時、場所、カメラマンの名前、テレビジョンカメラのセッティングデ
ータにより構成され、セッティングデータは、テレビジョンカメラ２に設定されたホワイ
トバランス、利得、オーディオ信号のレベル設定、絞りのデータ等が記録される。これに
より光ディスク３では、この領域ＡＲ１Ｂに記録された管理用データにより、光ディスク
３に記録された各ファイルの履歴等を確認できるようになされている。
【００２１】
続く外周側の領域ＡＲ１Ｃは、編集用のデータが記録される。ここでこの編集用のデータ
は、ファイル形式により記録され、この光ディスク３に記録された各ファイルを編集する
編集リストが記録される。なおこの編集リストは、各ファイルについて設定された編集点
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のデータが、タイムコード及びアドレスにより、遷移の形態（例えばカット編集、クロス
フェード等）と共に、再生順序を記録されて形成される。これにより光ディスク３は、所
望の編集リストを選択して、この選択した編集リストに従って記録した取材内容を順次再
生できるようになされている。
【００２２】
なおこの光ディスク３に記録したディジタルビデオ信号の管理用データの記録領域ＡＲ１
Ｂ、編集用のデータの記録領域ＡＲ１Ｃは、光ディスク３の片面に記録される。
【００２３】
これに対して外周側の領域ＡＲ２は、ユーザー領域に割り当てられ、ディジタルビデオ信
号及びディジタルオーディオ信号が記録される。ここでこのユーザー領域ＡＲ２は、プリ
グルーブ間に形成されたプリピットにより同心円状にゾーニングされ、２６個のゾーンが
形成される。各ゾーンは、最内周のゾーンに１周当たり１９個のセクタが割り当てられ、
外周側のゾーン程１周当たりのセクタ数が順次増大し、最外周のゾーンでは、１周当たり
４５個のセクタが割り当てられるようになされている。
【００２４】
さらにユーザー領域ＡＲ２は、このセクタによるゾーニングとは無関係に、符号Ａにより
部分的に拡大して示すように、記録領域が同心円状に分割され、各領域の外周側にディジ
タルビデオ信号Ｖ１の記録領域が形成される。さらに各領域の内周側に、この外周側のデ
ィジタルビデオ信号に対応する４チャンネルのディジタルオーディオ信号Ａ１～Ａ４につ
いて、それぞれ記録領域が形成される。これによりこの光ディスク３では、例えば被写体
を撮像する際の被写体及び周囲の音声（以下環境音と呼ぶ）、アナウンサーによる解説の
音声、種々の言語による解説の音声、バックグラウンドミュージック等を、ディジタルビ
デオ信号に対応して記録できるようになされている。
【００２５】
図３は、テレビジョンカメラ２を示すブロック図である。このテレビジョンカメラ２は、
光ディスク３を着脱可能に保持し、この光ディスク３にディジタルビデオ信号を記録し、
またこのディジタルビデオ信号に付随する環境音のディジタルオーディオ信号、アナウン
サーの音声によるディジタルオーディオ信号等を記録する。
【００２６】
すなわちテレビジョンカメラ２において、光ピックアップ７Ａ及び７Ｂは、光ディスク３
の両面に対向するように保持され、スレッド機構８は、サーボ回路９の制御によりこれら
光ピックアップ７Ａ及び７Ｂを連動して光ディスク３の半径方向に可動する。これにより
テレビジョンカメラ２では光ピックアップ７Ａ及び７Ｂを光ディスク３の半径方向に連動
して移動させて、所望のトラックをアクセスできるようになされている。
【００２７】
さらに光ピックアップ７Ａ及び７Ｂは、光ディスク３にレーザービームを照射し、その戻
り光を受光することにより、それぞれトラッキングエラー量に応じて信号レベルが変化す
るトラッキングエラー信号、フォーカスエラー量に応じて信号レベルが変化するフォーカ
スエラー信号、グルーブの蛇行に応じて信号レベルが変化するウォウブル信号、戻り光の
光量に応じて信号レベルが変化する再生信号ＲＦを生成して出力する。
【００２８】
また光ピックアップ７Ａ及び７Ｂは、それぞれレーザービームの光量に応じて信号レベル
が変化するレーザービーム光量のモニタ信号を出力し、このモニタ信号の信号レベルを基
準にしたサーボ回路９の制御により、記録信号処理回路１１より出力される駆動信号ＳＲ
等に応じて、再生時の光量からピット形成の最適光量にレーザービームの光量を間欠的に
立ち上げる。これによりテレビジョンカメラ２は、レーザービームの光量を間欠的に立ち
上げて、光ディスク３の未記録領域に所望のデータを熱記録する。
【００２９】
このデータ記録の際に、光ピックアップ７Ａ、７Ｂは、スレッド機構８により外周側より
順次内周側に変位して、ディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を光ディス
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ク３に熱記録する。これによりテレビジョンカメラ２では、光ディスク３を角速度一定の
条件により回転駆動した際に、高転送レートにより記録されたデータを再生することがで
きる外周側領域より、順次ディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を光ディ
スク３に記録するようになされている。
【００３０】
サーボ回路９は、これらトラッキングエラー信号及びフォーカスエラー信号に基づいてそ
れぞれ光ピックアップ７Ａ及び７Ｂをトラッキング制御及びフォーカス制御する。またサ
ーボ回路９は、このウォウブル信号の信号レベルが所定周波数により変位するようにスピ
ンドルモータ１０を駆動し、これにより光ディスク３を線速度一定の条件により回転駆動
する。
【００３１】
さらにサーボ回路９は、光ディスク３がこのテレビジョンカメラ２に装填されると、シス
テム制御回路１３の制御により、スレッド機構８を駆動して光ピックアップ７Ａ及び７Ｂ
を光ディスク３のシステムデータ領域ＡＲ１にシークさせる。これによりテレビジョンカ
メラ２では、事前に、システムデータ領域ＡＲ１に記録された各種管理用データをシステ
ム制御回路１３で取得できるようになされている。またこれとは逆に、このテレビジョン
カメラ２の電源遮断時、光ディスク３の排出時等において、サーボ回路９は、同様に、ス
レッド機構８を駆動して光ピックアップ７Ａ及び７Ｂを光ディスク３のシステムデータ領
域ＡＲ１にシークさせ、必要に応じてシステムデータ領域ＡＲ１に管理用データを追加記
録できるようになされている。
【００３２】
カメラユニット１４は、被写体を撮像する光学系、この光学系を介して得られる被写体の
像を撮像するＣＣＤ固体撮像素子、このＣＣＤ固体撮像素子の出力信号を信号処理してデ
ィジタルビデオ信号Ｖ１を出力する信号処理系により構成される。これらの信号処理にお
いて、カメラユニット１４は、カメラユニット１４に配置された制御回路の制御により、
ホワイトバランス、利得、オーディオ信号のレベル、絞り等が設定されて撮像の条件が設
定され、この設定された条件でなるセッティングデータＤＳをシステム制御回路１３に通
知する。またカメラユニット１４は、ディジタルビデオ信号Ｖ１のタイムコードをシステ
ム制御回路１３に通知する。
【００３３】
記録信号処理回路１１は、カメラユニット１４より出力されるディジタルビデオ信号Ｖ１
を、２チャンネルのディジタルオーディオ信号Ａ１、Ａ２と共に記録信号ＳＲに変換して
出力する。なおここでこの２チャンネルのディジタルオーディオ信号Ａ１、Ａ２のうち、
１チャンネルのディジタルオーディオ信号Ａ１は、いわゆるフロントマイクによるステレ
オのディジタルオーディオ信号であり、一般に環境音が割り当てられる。また残る１チャ
ンネルのディジタルオーディオ信号Ａ２は、いわゆるリアマイクによるディジタルオーデ
ィオ信号であり、例えばアナウンサーによる解説の音声が割り当てられる。これによりテ
レビジョンカメラ２では、光ディスク３に記録可能な４チャンネルのディジタルオーディ
オ信号Ａ１～Ａ４のうち、２チャンネルのディジタルオーディオ信号を記録するようにな
されている。
【００３４】
再生信号処理回路１５は、光ピックアップ７Ａ及び７Ｂより出力される再生信号ＲＦを信
号処理して、ディジタルビデオ信号Ｖ１及びディジタルオーディオ信号Ａ１、Ａ２を再生
し、ビューファインダ又は外部機器に出力する。これによりテレビジョンカメラ２では、
必要に応じて撮像結果を即座にモニタできるようになされている。これに対して再生信号
処理回路１５は、光ディスク３が装填された直後の、光ピックアップ７Ａ及び７Ｂがシス
テムデータ領域ＡＲ１をアクセスする場合には、ディジタルビデオ信号Ｖ１及びディジタ
ルオーディオ信号Ａ１、Ａ２に代えて、このシステムデータ領域ＡＲ１に記録された管理
用データを再生してシステム制御回路１３に出力する。
【００３５】
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システム制御回路１３は、このテレビジョンカメラ２の記録再生系を制御するマイクロコ
ンピュータにより構成され、光ディスク３が装填されると、サーボ回路９、再生信号処理
回路１５の動作を制御して、システムデータ領域ＡＲ１に記録された管理用データを取得
する。
【００３６】
さらにシステム制御回路１３は、カメラマンにより録画ボタン１７が繰り返し押圧操作さ
れると、この操作に応動して記録信号処理回路１１、サーボ回路９の動作を切り換え、こ
れにより光ディスク３にディジタルビデオ信号Ｖ１、ディジタルオーディオ信号Ａ１、Ａ
２を記録し、また光ディスク３への記録を中止する。このときシステム制御回路１３は、
システムデータ領域ＡＲ１より取得した管理用データを基準にして、光ピックアップ７Ａ
、７Ｂをシークさせ、これにより光ディスク３の未記録領域にディジタルビデオ信号Ｖ１
、ディジタルオーディオ信号Ａ１、Ａ２を記録する。さらにこの録画ボタン１７の押圧操
作に対応する録画開始の時点、録画終了の時点におけるタイムコード、光ディスク３のア
ドレスを内蔵のメモリに一時保持する。
【００３７】
またシステム制御回路１３は、操作子１９の操作により入力される撮像した日時、場所、
カメラマンの名前のデータ、マーカーキー１９Ａの操作により編集可能ファイルか否かの
識別データ、カメラユニット１４より通知されるセッティングデータＤＳを内蔵のメモリ
に一時保持する。システム制御回路１３は、このようにして内蔵のメモリに一時保持した
データにより、光ディスク３に記録した各ファイルの管理用データを形成し、光ディスク
３の排出時等において、図示しない駆動回路を介してこれら管理用データを光ディスク３
のシステムデータ領域に書き加える。
【００３８】
またシステム制御回路１３は、カメラマンが再生の操作ボタン等を操作すると、再生信号
処理回路１５の動作を立ち上げ、これにより光ディスク３に記録されたファイルを必要に
応じてモニタできるようにする。
【００３９】
図４は、記録信号処理回路１１を示すブロック図である。この記録信号処理回路１１にお
いてビデオプロセス回路２０は、カメラユニット１４より出力されるディジタルビデオ信
号Ｖ１を受け、このディジタルビデオ信号Ｖ１の信号レベルを補正し、またブランキング
期間等の不要なデータを除去して出力する。
【００４０】
データ圧縮回路２１は、このビデオプロセス回路２０より出力されるディジタルビデオ信
号Ｖ１をＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Group）に規定のフォーマットにより順次デ
ータ圧縮して出力する。パッキング回路２２は、このデータ圧縮回路２１より出力される
画像データを所定のデータ単位でブロック化して出力する。
【００４１】
オーディオプロセス回路２３は、ディジタルオーディオ信号Ａ１及びＡ２について、信号
レベルを補正して出力する。ＥＣＣ回路２４は、オーディオプロセス回路２３より出力さ
れるオーディオデータ、パッキング回路２２より出力される画像データについて、積符号
形式の誤り訂正符号を付加して出力する。このとき記録信号処理回路１１においては、所
定のバッファメモリを介して、ディジタルオーディオ信号Ａ１及びＡ２、画像データを順
次交互にデータ処理し、これにより図５に示すように、記録信号処理回路１１においては
、連続するディジタルビデオ信号Ｖ１、ディジタルオーディオ信号Ａ１、Ａ２（図５（Ａ
）、（Ｂ１）、（Ｂ２））を入力して、このＥＣＣ回路２４により時分割多重化して出力
する。（図５（Ｃ））。
【００４２】
メモリ２５は、大容量のバッファメモリでなり、ＥＣＣ回路２４の出力データＡＶ１を一
時格納して、図２について上述した記録領域に対応する配列により出力する。すなわちメ
モリ２５は、所定データ量だけ画像データＶ１を出力すると、続いて対応する第１チャン
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ネルのディジタルオーディオ信号Ａ１を出力し、続いて対応する第２チャンネルのディジ
タルオーディオ信号Ａ２を出力する（図５（Ｄ））。この実施の形態において、光ディス
ク３は、このメモリ２５の処理により１０フレーム単位でディジタルビデオ信号、ディジ
タルオーディオ信号が順次循環的に記録されて、図２について上述した同心円状の領域が
形成されるようになされている。
【００４３】
ストライピング回路２６は、このメモリ２５の出力データＡＶ２を、光ピックアップ７Ａ
及び７Ｂに対応する２系統のデータに分離して出力する。チャンネルコーディング回路２
７Ａ及び２７Ｂは、このストライピング回路２６より出力される２系統のデータをインタ
ーリーブ処理した後、光ディスク３の記録に適した変調方式により変調して出力する。セ
クタライズ回路２８Ａ及び２８Ｂは、それぞれチャンネルコーディング回路２７Ａ及び２
７Ｂの出力データに同期パターン、プリアンブル、ポストアンブル等のデータを付加して
出力する。駆動回路２９Ａ及び２９Ｂは、それぞれセクタライズ回路２８Ａ及び２８Ｂの
出力データに応じて光ピックアップ７Ａ及び７Ｂを駆動して、レーザービームの光量を間
欠的に立ち上げる。
【００４４】
これによりテレビジョンカメラ２では、ディジタルビデオ信号Ｖ１及びディジタルオーデ
ィオ信号Ａ１、Ａ２を３３〔Ｍｂｐｓ〕のデータ転送速度により光ディスク３に記録する
。なお、管理用データについては、システム制御回路１３の出力されるデータが所定のデ
ータ処理回路を介して駆動回路２９Ｂに入力され、これにより光ディスク３に記録される
ようになされている。
【００４５】
図６は、テレビジョンカメラ２の再生信号処理回路１５を示すブロック図である。この再
生信号処理回路１５において、前処理回路３０Ａ及び３０Ｂは、それぞれ内蔵のイコライ
ザ回路により光ピックアップ７Ａ及び７Ｂより出力される再生信号ＲＦを波形等化した後
、２値化回路により２値化する。さらに前処理回路３０Ａ及び３０Ｂは、２値化して得ら
れる２値化信号より内蔵のＰＬＬ回路によりクロックを再生する。さらに前処理回路３０
Ａ及び３０Ｂは、このクロックにより再生信号ＲＦを順次アナログディジタル変換処理し
、その結果得られるディジタル再生信号を出力する。
【００４６】
ＰＲＭＬ（Patial Response Maximum Likelihood）回路３１Ａ及び３１Ｂは、それぞれ前
処理回路３０Ａ及び３０Ｂより出力されるディジタル再生信号を波形等化した後、例えば
ビタビ復号回路でなる最冗復号回路により復号し、これによりＰＲＭＬの手法を適用して
光ディスク３に記録されたディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を復号す
る。
【００４７】
チャンネルデコーディング回路３２Ａ、３２Ｂは、このＰＲＭＬ回路３１Ａ及び３１Ｂの
出力データをデインターリーブ処理して出力する。メモリ３３Ａ及び３３Ｂは、このチャ
ンネルデコーディング回路３２Ａ、３２Ｂの出力データを一時保持して所定順序により出
力する。すなわち図７に示すように、図２のユーザーデータ領域ＡＲ２の構造に対応した
順序により光ディスク３より再生される再生データＡＶ３Ａ、ＡＶ３Ｂ（図７（Ａ））を
一時保持し、記録時における処理に対応して、所定のブロック単位でディジタルビデオ信
号Ｖ１及びディジタルオーディオ信号Ａ１、Ａ２が連続するように出力する（図７（Ｂ）
）。
【００４８】
ミクサ（ＭＩＸ）３４は、このメモリ３３Ａ及び３３Ｂより出力される２系統のディジタ
ル信号を１系統のディジタル信号に変換して出力する。ＥＣＣ回路３５は、このミクサ３
４の出力データを受け、このデータに付加された誤り訂正符号により誤り訂正処理して出
力する。デパッキング回路３６は、ＥＣＣ回路３５よりビデオデータを受け、このビデオ
データを元の配列により出力する。
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【００４９】
データ伸長回路３７は、デパッキング回路３６の出力データをデータ伸長して出力し、ビ
デオプロセス回路３８は、このデータ伸長回路３７の出力データを所定フォーマットのデ
ィジタルビデオ信号Ｖ１に変換して出力する（図７（Ｃ））。オーディオプロセス回路３
９は、ＥＣＣ回路３５よりオーディオデータを受け、このオーディオデータを所定フォー
マットのディジタルオーディオ信号Ａ１、Ａ２により出力する（図７（Ｄ１）、（Ｄ２）
）。これによりテレビジョンカメラ２では、光ディスク３に記録した取材結果をその場で
確認できるようになされている。
【００５０】
図８は、ビュアー４を示す平面図である。このビュアー４は、パーソナルコンピュータ５
と共に取材現場に携帯して、光ディスク３に記録した取材内容を編集する。これによりこ
の編集システム１では、取材現場にて簡易かつ迅速に取材内容を編集できるようになされ
ている。
【００５１】
ここでビュアー４は、正面に液晶表示パネルでなるディスプレー４０が配置され、このデ
ィスプレー４０に編集用の表示画面が形成される。ビュアー４は、この表示画面に形成さ
れたＧＵＩ（Graphical User Interface）により編集作業を実行できるようになされ、ま
た取材内容、編集結果を確認できるようになされている。またビュアー４は、このディス
プレー４０の下方両側に内蔵スピーカー４１Ｌ、４１Ｒが配置され、これにより光ディス
ク３に記録されたディジタルオーディオ信号、編集結果でなる音声を確認できるようにな
されている。
【００５２】
さらにビュアー４は、内蔵スピーカー４１Ｌ、４１Ｒの下方に、光ディスク３に記録され
たディジタルビデオ信号、ディジタルオーディオ信号の再生に必要な、再生、早送り、逆
転再生等の基本的な操作ボタン４２が配置される。さらにビュアー４は、例えばシャトル
再生、ＪＯＧ再生等の特殊再生に必要なサーチダイヤル４３、編集処理に必要な編集操作
ボタン（ＭＡＲＫ　ＩＮボタン／ＭＡＲＫＯＵＴボタン等の必要なカットのＩＮ／ＯＵＴ
を決定する操作ボタン等により構成される）４４、ポインティングデバイス４５が配置さ
れる。
【００５３】
ここで操作ボタン４２、４４は、押圧操作ボタンにより構成され、サーチダイヤル４３は
、ロータリーエンコーダ構成の回転操作ボタンにより構成される。これに対してポインテ
ィングデバイス４５は、マウスの右クリック及び左クリックの操作ボタンに対応する押圧
操作ボタン４５Ｒ、４５Ｌ、ＸＹ座標入力手段でなる操作子４５ＸＹにより構成される。
【００５４】
Ａ－Ａ線により断面を取って図９に示すように、操作子４５ＸＹは、パネルを突き抜けて
先端が下方に延長するように構成され、この先端に近接してそれぞれＸ及びＹ方向に、押
圧力検出手段でなる例えば歪みゲージ４５ＸＰ、４５ＸＮ、……が配置される。これによ
り操作子４５ＸＹは、矢印Ｂにより示すように、パネルに対して傾けると、矢印Ｃにより
示すように、先端が押圧力検出手段を押圧し、これにより押圧力を検出できるようになさ
れている。
【００５５】
図１０は、このビュアー４の全体構成を示すブロック図である。このビュアー４は、例え
ばＳＣＳＩ（Small Computer System Interface ）、Ｅｔｈｅｒ、ＩＥＥＥ (The Instit
ute of Electrical and Electoronics Engineers,Inc.)１３９４等によりパーソナルコン
ピュータ５と接続されて、操作ボタン４２等の操作に応動して、またパーソナルコンピュ
ータ５の制御により光ディスク３を再生し、またパーソナルコンピュータ５で作成された
編集リストをシステムデータ領域ＡＲ１に記録する。
【００５６】
すなわちユーザーインターフェース（ユーザーＩＦ）５０は、サーチダイヤル４３、基本
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の操作ボタン４２、編集操作ボタン４４、ポインティングデバイス４５の操作を検出し、
ローカルバスＲＢＵＳを介してこれらの検出した操作をシステムコントロール５１に通知
する。
【００５７】
ＰＣインターフェース５２は、ローカルバスＲＢＵＳに接続されて、パーソナルコンピュ
ータ５との間のインターフェースを構成し、システムコントロール５１より出力される各
種ステータスデータ、ビデオデコーダ５３により生成された静止画像、ディジタルビデオ
信号及びディジタルオーディオ信号をパーソナルコンピュータ５に出力し、またパーソナ
ルコンピュータ５より出力される各種制御コマンド、編集リストをシステムコントロール
５１に通知する。
【００５８】
ビデオデコーダ５３は、システムコントロール５１の制御により動作を切り換え、ローカ
ルバスＲＢＵＳを介してドライブコントロール５５Ａより出力される再生データを入力し
、この再生データを復調してディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を復調
する。また復調したディジタルビデオ信号をディスプレー４０に表示し、またディジタル
オーディオ信号を内蔵スピーカー４１Ｌ、４１Ｒより出力する。またビデオデコーダ５３
は、ＰＣインターフェース５２を介して復調したディジタルビデオ信号及びディジタルオ
ーディオ信号をパーソナルコンピュータ５に出力する。
【００５９】
このときビデオデコーダ５３は、ドライブコントロール５５Ａより間欠的に再生データを
入力して内蔵のメモリに保持し、このメモリに保持した再生データを順次処理して連続す
るディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を復調する。
【００６０】
ビデオデコーダ５３は、再生したディジタルビデオ信号より、システムコントロール５１
の指定による１フレームの画像データを、ローカルバスＲＢＵＳを介してＰＣインターフ
ェース５２に出力する。これによりビュアー４は、イン点、アウト点等の静止画像をパー
ソナルコンピュータ５に出力する。またシステムコントロール５１の制御により再生した
ディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号をインターフェース５４に出力する
。
【００６１】
インターフェース５４は、必要に応じてこのビュアー４に実装できるように構成され、ロ
ーカルバスＲＢＵＳを介して入力されるディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ
信号を所定フォーマットのシリアルデータＳＤＤＩに変換して外部機器に出力する。これ
によりビュアー４は、必要に応じて編集結果、取材結果をビデオテープレコーダ等に記録
できるようになされている。
【００６２】
ドライブ５５及びドライブコントロール５５Ａは、システムコントロール５１の制御によ
り光ディスクを再生して再生データを出力する。なおこの再生データは、図６について上
述した再生系のチャンネルデコーディング回路３２Ａ、３２Ｂの出力データに対応する。
【００６３】
システムコントロール５１は、このビュアー４の動作を制御するマイクロコンピュータに
より構成され、ユーザーインターフェース５０を介して基本の操作ボタン４２が操作され
ると、この操作ボタン４２の操作に応動してドライブ５５、ドライブコントロール５５Ａ
、ビデオデコーダ５３の動作を切り換え、これにより光ディスク３に記録されたディジタ
ルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号をモニタできるようにする。このときシステ
ムコントロール５１は、各ファイルの管理用データに基づいて、オペレータの所望するデ
ィジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を選択的に再生する。これにより例え
ばカメラマンにより編集に不適と判断されたファイルについて再生を省略し、編集作業の
効率を向上する。
【００６４】
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さらにこの光ディスク３の再生において、サーチダイヤル４３が操作されると、このサー
チダイヤル４３の操作に応動して再生速度を可変制御し、またコマ送りによりディジタル
ビデオ信号及びディジタルオーディオ信号の再生結果を表示する。またこのようにしてオ
ペレータがディスプレー４０に所定のシーンを選択表示した状態で、編集操作ボタン４４
を操作すると、この操作に応動してイン点、アウト点等を設定する。さらにこのイン点、
アウト点に設定されたフレームの画像データについて、パーソナルコンピュータ５への転
送をビデオデコーダ５３に指示する。
【００６５】
またシステムコントロール５１は、光ディスク３に記録されたオーディオ信号についても
、同様にして、イン点、アウト点を設定し、このイン点、アウト点近傍の所定範囲、オペ
レータの選択したディジタルオーディオ信号について、パーソナルコンピュータ５への転
送をビデオデコーダ５３に指示する。
【００６６】
さらにシステムコントロール５１は、このようにして設定されたイン点、アウト点等のタ
イムコードをパーソナルコンピュータ５に通知する。またパーソナルコンピュータ５より
出力される制御コマンドに応動して、ドライブ５５及びドライブコントロール５５Ａを制
御し、これによりパーソナルコンピュータ５により作成された編集リストＥＤＬに従って
編集結果をモニタできるようにする。
【００６７】
このドライブ５５及びドライブコントロール５５Ａの制御において、システムコントロー
ル５１は、光ディスク３の装填がドライブコントロール５５Ａから通知されると、ドライ
ブコントロール５５Ａにシステムデータ領域ＡＲ１の再生を指示し、このシステムデータ
領域ＡＲ１に記録された管理用データを取得して保持する。さらにこの取得した管理用デ
ータより、光ディスク３で共通のシリアル番号、光ディスク３に割り当てられた固有の識
別データをパーソナルコンピュータ５に通知し、これによりパーソナルコンピュータ５に
おいて、この識別データをいわゆるロール番号として編集作業に利用できるようにする。
【００６８】
またシステムコントロール５１は、基本の操作ボタン４２、編集操作ボタン４４、サーチ
ダイヤル４３の操作により、光ディスク３をアクセスする場合に、このようにして取得し
た各ファイルの管理データに基づいて、オペレータの意図するファイルを選択的にアクセ
スし、これにより編集効率を向上する。なおこれらは、カメラマンにより設定された識別
データにより、編集に使用不可能と判断されたファイルを除いて光ディスク３をアクセス
する場合等である。
【００６９】
またシステムコントロール５１は、光ディスク３に記録された各ファイルの管理用データ
、イン点、アウト点の設定されたファイル名、イン点、アウト点のタイムコードをパーソ
ナルコンピュータ５に通知し、これによりパーソナルコンピュータ５において、これらの
データを用いて編集リストを作成できるようにする。なおシステムデータ領域より再生さ
れた最適光量のデータは、ドライブ５５におけるレーザービームの光量制御に使用される
。
【００７０】
なおこのビュアー４においては、必要に応じてドライブ５５及びドライブコントロール５
５Ａを増設し得るように構成され、システムコントロール５１は、このようにドライブ５
５及びドライブコントロール５５Ａが増設されている場合、この増設されたドライブ５５
及びドライブコントロール５５Ａについても同様の処理を実行する。
【００７１】
これに対して編集操作ボタン４４のうち、プレビューの操作ボタンが操作されると、この
操作をパーソナルコンピュータ５に通知し、この通知に対応してパーソナルコンピュータ
５より送出される編集リストに従ってドライブ５５及びドライブコントロール５５Ａを制
御する。これによりシステムコントロール５１は、プレビューの結果をディスプレー４０
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、内蔵スピーカー４１Ｌ、４１Ｒで確認できるようになされ、またパーソナルコンピュー
タ５側でも確認できるようになされている。
【００７２】
またシステムコントロール５１は、ポインティングデバイス４５が操作されると、この操
作データをパーソナルコンピュータ５に通知する。これによりシステムコントロール５１
は、このポインティングデバイス４５の操作により、パーソナルコンピュータ５側におい
てＧＵＩ（Graphical User Interface）による編集作業を実行できるようになされている
。
【００７３】
さらにシステムコントロール５１は、編集作業が完了すると、パーソナルコンピュータ５
より編集リストＥＤＬを取得し、ドライブ５５及びドライブコントロール５５Ａの動作を
制御してこの編集リストＥＤＬを光ディスク３のシステムデータ領域に記録する。またこ
れらに加えてシステムコントロール５１は、ドライブコントロール５５Ａ等の動作を監視
し、必要に応じてパーソナルコンピュータ５に各種ステータスを通知する。
【００７４】
図１１は、ドライブ５５及びドライブコントロール５５Ａを主要な周辺構成と共に示すブ
ロック図である。このビュアー４において、ドライブ５５は、光ディスク３の両面に対向
するように、２組の光ピックアップ６０Ａ１、６０Ａ２、６０Ｂ１、６０Ｂ２を保持する
。
【００７５】
これら光ピックアップ６０Ａ１～６０Ｂ２は、それぞれスレッド機構６１Ａ、６１Ｂによ
り、各組の光ピックアップ６０Ａ１～６０Ｂ２が光ディスク３を間に挟んで対向するよう
に保持された状態で光ディスク３の半径方向に可動するように保持される。これによりド
ライブ５５は、１組の光ピックアップ６０Ａ１、６０Ｂ１をディジタルビデオ信号の再生
に割り当て、残る１組の光ピックアップ６０Ａ２、６０Ｂ２をディジタルオーディオ信号
の再生に割り当て、これにより待ち時間を十分に低減して、領域を分割して記録したディ
ジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を再生できるようになされている。また
異なる現場、時間において記録したディジタルビデオ信号とディジタルオーディオ信号と
を同時並列的に再生できるようになされている。
【００７６】
さらにこのドライブ５５において、スピンドルモータ６３は、図示しないスピンドルサー
ボ回路の制御により、角速度一定の条件で光ディスク３を回転駆動する。ここでこの光デ
ィスク３の回転速度は、線速度一定の条件によりシステムデータ領域ＡＲ１をアクセスす
る際の回転速度より高速度に設定され、具体的にユーザー領域の最内周で５０〔Ｍｂｐｓ
〕のデータ転送速度により、最外周で１２０〔Ｍｂｐｓ〕のデータ転送速度によりディジ
タルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を再生できるように設定される。これによ
りドライブ５５は、テレビジョンカメラ２において外周側より順次ディジタルビデオ信号
及びディジタルオーディオ信号を記録する光ディスク３について、この優先的に記録され
た外周側の領域程、データ転送速度を増大してディジタルビデオ信号及びディジタルオー
ディオ信号を再生できるようにする。なお、システムデータ領域に編集リストを記録する
場合、スピンドルモータ６３は、この光ディスク３に規定された線速度一定の条件により
光ディスク３を回転駆動する。
【００７７】
サーボ回路６４Ａ、６４Ｂは、光ピックアップ６０Ａ１～６０Ｂ２をトラッキング制御、
フォーカス制御し、またスレッド機構６１Ａ、６１Ｂを介して光ピックアップ６０Ａ１～
６０Ｂ２をスレッド制御する。
【００７８】
信号処理回路６５は、光ピックアップ６０Ａ１～６０Ｂ２より出力される再生信号を処理
し、ディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号に対応する再生データをビデオ
デコーダ５３に出力し、またシステムデータ領域ＡＲ１の再生データＤＡＲ１をシステム
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コントロール５１に出力する。また信号処理回路６５は、システムコントロール５１より
出力される編集リストＥＤＬにより光ピックアップ６０Ｂ２を駆動して、この編集リスト
ＥＤＬを光ディスク３のシステムデータ領域ＡＲ１に記録する。
【００７９】
このようにして外周側程データ転送速度が増大するように光ディスク３を回転駆動して光
ディスク３に記録されたデータを再生するにつき、サーボ回路６４Ａ、６４Ｂは、ドライ
ブコントロール５５Ａの制御により、ビデオデコーダ５３に保持した再生データのデータ
量に応じて、所定のタイミングで光ピックアップ６０Ａ１～６０Ｂ２を外周側にトラック
ジャンプさせ、これにより間欠的に光ディスク３を再生する。また信号処理回路６５は、
このサーボ回路６４Ａ、６４Ｂにより光ピックアップ６０Ａ１～６０Ｂ２の制御と連動し
て、光ピックアップ６０Ａ１～６０Ｂ２より出力される再生信号を間欠的に処理する。
【００８０】
これによりビュアー４においては、角速度一定の条件により光ディスク３を回転駆動して
、連続してディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を再生し得るようになさ
れている。また間欠的にディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を再生して
発生する待ち時間をシークの時間に有効に利用することにより、光ディスク３に記録され
た各ファイルを編集リストに従って離散的にアクセスしても、連続してディジタルビデオ
信号及びディジタルオーディオ信号を再生し得るようになされている。これによりこの編
集システム１では、撮像装置から編集過程まで２の光ディスクによりディジタルビデオ信
号及びディジタルオーディオ信号を処理できるようになされている。
【００８１】
図１２は、パーソナルコンピュータ５を示すブロック図である。このパーソナルコンピュ
ータ５において、インターフェース７０は、ビュアー４より管理用データＤＡＲ１、イン
点、アウト点のタイムコード、静止画の画像データを入力してＰＣＩバスＰＢＵＳに出力
する。またインターフェース７０は、ＰＣＩバスＰＢＵＳを介して入力される各種制御コ
マンド等をビュアー４に出力する。
【００８２】
ハードディスク装置（ＨＤＤ）７１は、このパーソナルコンピュータ５の動作に必要なオ
ペレーティングシステム、アプリケーションプログラム等を記録する。またビュアー４よ
り転送された管理用データ、静止画像データ、タイムコードを保持し、必要に応じて中央
処理ユニット（ＣＰＵ）７２、ビデオボード７６に出力する。またこの中央処理ユニット
７２により作成された編集リストＥＤＬを保持し、インターフェース７０を介してこの編
集リストＥＤＬをビュアー４に出力する。
【００８３】
キーボードインターフェース７３は、キーボード７５の操作を検出して、検出結果をＰＣ
ＩバスＰＢＵＳに出力する。ビデオボード７６は、中央処理ユニット７２の制御により、
所定のメニュー画面を、ビュアー４より伝送された静止画像と共にディスプレー７７に表
示する。また同様にしてプレビューの画像を表示する。
【００８４】
中央処理ユニット７２は、このビュアー４及びパーソナルコンピュータ５の動作が立ち上
げられると、所定のオペレーティングシステムを駆動し、このときビュアー４等を駆動す
る各種ドライバーを組み込む。さらにこのオペレーティングシステムに続いて、編集処理
用のアプリケーションプログラムを起動し、このアプリケーションプログラムに従ってデ
ィスプレー７７の表示画面を切り換え、また必要に応じてビュアー４に制御コマンドを発
行する。さらに中央処理ユニット７２は、編集作業によりハードディスク装置７１内に編
集リストＥＤＬを作成し、編集作業が完了すると、この編集リストＥＤＬをビュアー４に
転送して光ディスク３に記録するように、ハードディスク装置７１、ビュアー４に制御コ
マンドを発行する。
【００８５】
この一連の処理において、中央処理ユニット７２は、ＡＰＩ（Application Programming 
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Interface ）により、ビュアー４から出力されるポインティングデバイス４５の操作デー
タに応じて、ディスプレー７７上で所定のカーソル（ポインタ）を移動させ、またこのカ
ーソルにより各種メニューを選択操作できるようにする。
【００８６】
図１３は、このパーソナルコンピュータ５のディスプレー７７に表示される編集画面を示
すパーソナルコンピュータ５の平面図である。中央処理ユニット７２は、編集作業に使用
するアプリケーションプログラムが起動されると所定のメニュー画面を表示し、ビュアー
４におけるポインティングデバイス４５の操作により、このメニュー画面上でオペレータ
がスタンプピクチャによる簡易編集を選択すると、この簡易編集のメニューに登録された
イベントの実行によりこの表示画面を形成する。さらにこの表示画面を形成するウィンド
ウに登録されたイベントを実行することにより、一連の編集作業を実行する。
【００８７】
なお、このスタンプピクチャによる簡易編集以外の編集メニューが選択された場合、中央
処理ユニット７２は、同様にして所定の表示画面により、ビュアー４から通知された管理
用データ等を必要に応じて表示し、これらの表示によりオペレータの選択操作に応動して
編集リストを作成する。
【００８８】
またこのときピクチャーを選択するメニューが選択された場合、中央処理ユニット７２は
、所定の表示画面を表示し、この表示画面におけるオペレータの操作に応動して光ディス
ク３に種々の制御コマンドを発行し、これによりパーソナルコンピュータ５側に表示され
たＧＵＩの操作によっても取材内容を確認できるようになされている。また中央処理ユニ
ット７２は、図１０について上述したビュアー４におけるイン点、アウト点の設定と同様
にしてイン点、アウト点の設定を受け付け、これによりパーソナルコンピュータ５側に表
示されたＧＵＩの操作によっても、光ディスク３に記録された各ファイルの管理用データ
を利用して、編集対象のファイルを事前に選択できるようになされている。
【００８９】
このスタンプピクチャによる、簡易編集において、中央処理ユニット７２は、この表示画
面の上部に形成されたスタンプピクチャ表示用ウィンドウＷ１に、ビュアー４において選
択されたイン点の静止画像を順次配置する。さらに中央処理ユニット７２は、スタンプピ
クチャ表示用ウィンドウＷ１の下部に、簡易編集ウィンドウＷ２を表示する。ここで中央
処理ユニット７２は、簡易編集ウィンドウＷ２に、スタンプピクチャ表示用ウィンドウＷ
１に表示した静止画像を配置する表示枠Ｕ１～Ｕ４を形成し、ポインティングデバイス４
５の操作により、スタンプピクチャ表示用ウィンドウＷ１に表示した静止画像の何れかが
選択されて表示枠Ｕ１～Ｕ４にドラッグアンドドロップされると、対応する静止画像をこ
れら表示枠Ｕ１～Ｕ４に順次配置する。これにより中央処理ユニット７２は、この簡易編
集ウィンドウＷ２の配列順序によりビュアー４で選択された各カットを連続して再生する
ように編集リストＥＤＬを作成する。
【００９０】
また中央処理ユニット７２は、この簡易編集ウィンドウＷ２の下方に、プレビュー、サー
チ、フォワード方向への再生、停止のメニューを配置する。中央処理ユニット７２は、こ
れらメニューがポインティングデバイス４５によりクリックされると、各メニューに登録
されたイベントを実行して全体の動作を制御する。
すなわちプレビューのメニューがクリックされると、中央処理ユニット７２は、ハードデ
ィスク装置７１に保持した編集リストＥＤＬに従ってビュアー４に再生のコマンドを発行
し、これによりプレビューの処理を実行する。
【００９１】
またサーチのメニューがクリックされると、ハードディスク装置７１に記録された管理用
データに基づいて、カメラマンにより識別データが設定されてなるファイル（編集に適し
ていないと判断されたファイルでなる）を除くファイルについて、またオペレータにより
スタンプピクチャ表示用ウィンドウＷ１に表示した静止画像が選択された場合は、この静
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止画像のファイルについて、早送りによる再生をビュアー４に指示する。
【００９２】
またフォワード方向への再生のメニューがクリックされると、同様にして、光ディスク３
に記録された各ファイルについて、又はオペレータにより選択されたファイルについて、
フォワード方向のノーマル再生をビュアー４に指示する。
【００９３】
また停止のメニューがクリックされると、再生停止の指示をビュアー４に出力する。
【００９４】
同様にして、中央処理ユニット７２は、初期画面において、オーディオ信号の編集メニュ
ーが選択されると、同様のＧＵＩを表示し、これによりオーディオ信号についての編集リ
ストを作成する。
【００９５】
なお中央処理ユニット７２は、他の編集メニューが選択された場合、光ディスク３の識別
番号でなるロール番号、各ファイルの管理データを表示し、この表示によっても各ファイ
ルを選択し、またイン点、アウト点等を設定して編集リストを作成できるようになされて
いる。これによりパーソナルコンピュータ５では、各ファイルに付加された撮影時の情報
を参考にしても、編集作業を実行できるようになされている。
【００９６】
（１－２）第１の実施の形態の動作
以上の構成において、この編集システム１は（図１）、テレビジョンカメラ２において、
取材内容でなるディジタルビデオ信号、ディジタルオーディオ信号が光ディスク３に記録
される。さらにこの光ディスク３がビュアー４に装填されて再生され、取材結果が確認さ
れ、さらにこの取材結果より作成した編集リストが光ディスク３に記録される。
【００９７】
これにより取材内容と、取材内容を編集した編集リストとを１の記録媒体で一元的に管理
することができ、この光ディスク３を取材現場より持ち帰って編集リストに従って順次再
生することにより、取材内容を速やかに放送に供することができる。また編集作業におい
ては、光ディスク３を単にビュアー４に装填するだけで所望のカットを選択して編集作業
を実行することができ、これにより編集に供する時間が従来に比して格段的に低減される
。また編集後においても、いちいち磁気テープ等の記録媒体に記録し直す作業が省略され
る。
【００９８】
さらにこの光ディスクにおいては、取材内容が編集に適するか否かの識別データ等が管理
用データとして記録されることにより、その分編集作業時、これらの管理用データに基づ
いて記録されたディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を選択的に再生して
、編集作業の効率が図られる。
【００９９】
すなわちテレビジョンカメラ２においては（図４）、カメラユニット１４より出力される
ディジタルビデオ信号Ｖ１が、ビデオプロセス回路２０により前処理された後、データ圧
縮回路２１によりデータ圧縮され、続くパッキング回路２２によりブロック化される。さ
らに続くＥＣＣ回路２４でディジタルビデオ信号と共に誤り訂正符号が付加された後、メ
モリ２５を介して、ストライピング回路２６で２系統のデータ列に変換される。さらにこ
の２系統のデータ列がチャンネルコーディング回路２７Ａ、２７Ｂで変調された後、セク
タライズ回路２８Ａ、２８Ｂ、駆動回路２９Ａ、２９Ｂを介して線速度一定の条件により
光ディスク３に記録される。
【０１００】
このときディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号は（図３）、光ディスク３
の両面に配置された１対の光ピックアップ７Ａ及び７Ｂにより、線速度一定の条件により
回転駆動される光ディスク３の両面に、同時に記録される。またそれぞれの面側より見て
、プリグルーブが逆周りで外周側から内周側に順次形成されてなる光ディスク３に対して
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、外周側より順次記録される。これにより光ディスク３では、光ディスク３の両面に、角
速度一定の条件により回転駆動して光ディスク３を再生した際に、高転送レートによりデ
ータを再生することができる外周側領域より順次ディジタルビデオ信号及びディジタルオ
ーディオ信号が光ディスク３に記録される。
【０１０１】
またメモリ２５の入出力により、光ディスク３の外周側から、所定期間ディジタルビデオ
信号Ｖ１が記録された後、順次対応する第１チャンネルのディジタルオーディオ信号Ａ１
、第２チャンネルのディジタルオーディオ信号Ａ２、第３チャンネルのディジタルオーデ
ィオ信号Ａ３、第４チャンネルのディジタルオーディオ信号Ａ４が記録され、これらディ
ジタルビデオ信号Ｖ１、ディジタルオーディオ信号Ａ１～Ａ４の記録が順次循環的に繰り
返される（図２及び図５）。
【０１０２】
また光ディスク３への記録が完了すると（図３）、録画ボタン１７、操作子１９、マーカ
ーキー１９Ａより検出される録画開始の時点、録画終了の時点におけるタイムコード、光
ディスク３のアドレス、撮像した日時、場所、カメラマンの名前のデータ、編集可能ファ
イルか否かの識別データが、カメラユニット１４より通知されるセッティングデータＤＳ
と共に、光ディスク３に記録された各ファイル毎に、光ディスク３の内周側に割り当てら
れたシステムデータ領域ＡＲ１の第２の領域ＡＲ１Ｂに記録される（図２）。
【０１０３】
またこのように光ディスク３に記録されたディジタルビデオ信号及びディジタルオーディ
オ信号は、テレビジョンカメラ２において（図３、図６及び図７）、光ピックアップ７Ａ
及び７Ｂより得られる再生信号ＲＦが、それぞれ前処理回路３０Ａ、３０Ｂにおいて補正
された後、ＰＲＭＬ回路３１Ａ、３１Ｂ、チャンネルデコーディング回路３２Ａ、３２Ｂ
を介して復号され、メモリ３３Ａ、３３Ｂに入力される。このメモリ３３Ａ、３３Ｂの入
出力により、図３について上述した情報記録面への割り当てに対応して、ディジタルビデ
オ信号Ｖ１、ディジタルオーディオ信号Ａ１～Ａ４の順に順次循環的に入力されるディジ
タルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号が、所定ブロック単位で連続する配列に変
更された後、続くミクサ３４により１系統のデータ列に戻される。
【０１０４】
さらに続くＥＣＣ回路３５において、誤り訂正処理された後、ディジタルオーディオ信号
は、オーディオプロセス回路３９より復調されて出力される。またディジタルビデオ信号
は、デパッキング回路３６により元の配列に戻された後、データ伸長回路３７によりデー
タ伸長され、ビデオプロセス回路３８により復調されて出力される。これにより光ディス
ク３に記録された取材内容は、必要に応じてこのテレビジョンカメラ２により再生されて
取材内容が確認される。
【０１０５】
このようにして取材現場にて、テレビジョンカメラ２による取材を完了すると、この取材
内容を記録した光ディスク３がビュアー４に装填され、ビュアー４及びパーソナルコンピ
ュータ５により編集作業が実行される（図８）。ここでビュアー４及びパーソナルコンピ
ュータ５においては、電源が投入されると、パーソナルコンピュータ５において所定のオ
ペレーティングシステムが起動し、さらにこのオペレーティングシステムに続いて、編集
処理用のアプリケーションプログラムが起動される（図１２）。さらにこのアプリケーシ
ョンプログラムによりパーソナルコンピュータ５のディスプレー７７に所定のメニュー画
面が表示される。
【０１０６】
このようにしてアプリケーションプログラムを立ち上げた状態で、又はビュアー４だけ電
源を立ち上げた状態で光ディスク３がビュアー４に装填されると、さらには光ディスク３
をビュアー４に装填してビュアー４の電源が立ち上げられると、光ディスク３は、光ディ
スク３を間に挟んで対向するように保持された２組の光ピックアップ６０Ａ１、６０Ａ２
、６０Ｂ１、６０Ｂ２のうちの１組の光ピックアップ６０Ａ１、６０Ａ２により、システ
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ムデータ領域ＡＲ１に記録された各ファイルの管理用データが再生され、この管理用デー
タがシステムコントロール５１に保持され、またパーソナルコンピュータ５に出力されて
、このパーソナルコンピュータ５のハードディスク装置７１（図１２）に記録される。
【０１０７】
この状態でオペレータがビュアー４に配置された基本の操作ボタン４２を操作すると（図
１１）、この操作に応動して１対の光ピックアップ６０Ａ１、６０Ｂ１がディジタルビデ
オ信号に割り当てられた領域をアクセスし、また残る１対の光ピックアップ６０Ａ２、６
０Ｂ２がディジタルオーディオ信号に割り当てられた領域をアクセスし、これら光ピック
アップ６０Ａ１～６０Ｂ２より出力される再生信号ＲＦが、信号処理回路６５により信号
処理された後、その結果得られる再生データがビデオデコーダ５３により処理されてディ
ジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号が再生される。さらにこの再生されたデ
ィジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号がディスプレー４０、内蔵スピーカー
４１Ｌ、４１Ｒより出力される。これによりテレビジョンカメラ２による取材内容をビュ
アー４で確認することができる。
【０１０８】
またビュアー４におけるポインティングデバイス４５の操作データがパーソナルコンピュ
ータ５に通知され、この操作データに応動してディスプレー７７にカーソルが表示され、
このカーソルの操作により所定のメニューが選択されると、光ディスク３に記録された内
容を確認する表示画面がディスプレー７７に表示される。さらにポインティングデバイス
４５を用いたこの表示画面における操作により、パーソナルコンピュータ５の中央処理ユ
ニット７２によりビュアー４に種々の制御コマンドが発行され、この制御コマンドに応動
してビュアー４における基本の操作ボタン４４が操作された場合と同様にして光ディスク
３が再生され、これによりパーソナルコンピュータ５側におけるＧＵＩの操作によっても
取材内容が確認される。
【０１０９】
このときビュアー４のシステムコントロール５１、パーソナルコンピュータ５の中央処理
ユニット７２により、光ディスク３のシステムデータ領域に記録された各ファイルの管理
データに基づいて、カメラマンが編集可能と判断したファイルが選択的に再生され、これ
により無駄な取材内容をモニタすることなく、取材内容を簡易かつ確実に判断することが
できる。
【０１１０】
またビュアー４において、２組の光ピックアップ６０Ａ１、６０Ａ２、６０Ｂ１、６０Ｂ
２のうちの、１組の光ピックアップ６０Ａ１、６０Ａ２によりディジタルビデオ信号が再
生され、残る１組の光ピックアップ６０Ｂ１、６０Ｂ２によりディジタルオーディオ信号
が再生され、これにより情報記録面を同心円状に分割してディジタルビデオ信号及びディ
ジタルオーディオ信号を順次記録した光ディスク３より、極めて短い待ち時間により、所
望のディジタルビデオ信号と対応するディジタルオーディオ信号とが再生される。
【０１１１】
このようにして光ディスク３に記録された取材内容を確認してオペレータがビュアー４に
配置された編集操作ボタン４４を操作すると（図１１）、この操作に応動してイン点、ア
ウト点が設定され、編集対象のカットが選択される。またパーソナルコンピュータ５側で
所定のメニューを選択し、この選択に応動してパーソナルコンピュータ５のディスプレー
７７に表示される表示画面上において、ポインティングデバイス４５を用いた操作によっ
ても、同様に編集対象のカットが選択される。また同様にしてディジタルオーディオ信号
についても、ビュアー４の操作により、又はパーソナルコンピュータ５の操作により、編
集対象のカットが選択される。
【０１１２】
さらにパーソナルコンピュータ５の操作によりディジタルビデオ信号及びディジタルオー
ディオ信号についてカットを選択する場合、必要に応じて各ファイルの管理データが表示
され、例えば取材現場、時刻等を特定して所望のカットを選択して各ファイルの管理デー
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タを有効に利用して編集作業の効率を向上することができる。
【０１１３】
このようにして編集対象のカットが選択された後、パーソナルコンピュータ５のディスプ
レー７７上にて例えばスタンプピクチャによる簡易編集が選択された場合（図１３）、前
段階で選択された各カットの静止画像が所定のウィンドウＷ１に表示され、ビュアー４に
配置されたポインティングデバイス４５の操作により、これら静止画像を選択的にドラッ
グアンドドロップ（矢印Ｅ）することにより、これらのカットがオペレータの所望する順
序で配列される。またディジタルオーディオ信号についても、同様にして、事前に選択し
たカットがオペレータの所望する順序で配列される。さらにこの配列により編集リストが
作成されてハードディスク装置７１に保持される。
【０１１４】
この状態でオペレータがプレビューのメニューを選択すると、この編集リストに従った再
生順序によりパーソナルコンピュータ５からビュアー４に制御コマンドが発行され、編集
順序により光ディスク３が再生され、これによりディスプレー４０、７７、内蔵スピーカ
ー４１Ｌ、４１Ｒを介して、編集結果が確認される。
【０１１５】
これらビュアー４における光ディスク３の再生において、光ディスク３は、線速度一定の
条件によりシステムデータ領域ＡＲ１をアクセスする際の回転速度より高速度な、角速度
一定の条件で回転駆動されていることにより、ディジタルビデオ信号及びディジタルオー
ディオ信号が間欠的に再生され、この間欠的に再生されたディジタルビデオ信号及びディ
ジタルオーディオ信号がバッファメモリを介して連続するディジタル信号として出力され
る。
【０１１６】
これによりこの間欠的にディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を再生して
発生する待ち時間が光ピックアップ６０Ａ１～６０Ｂ２のシーク時間に割り当てられて、
光ディスク３上で離散的に選択された各カットを連続した映像、音声により再生すること
ができる。また角速度一定の条件により回転駆動されていることにより、回転速度の切り
換えに要する時間を省略でき、これによっても光ディスク３上で離散的に選択された各カ
ットを連続した映像、音声により再生することができる。
【０１１７】
またこのときディジタルビデオ信号用及びディジタルオーディオ信号用にそれぞれ１組の
光ピックアップ６０Ａ１及び６０Ａ２、６０Ｂ１及び６０Ｂ２を割り当てたことにより、
例えばディジタルビデオ信号用の光ピックアップ６０Ａ１及び６０Ｂ１により外周側のフ
ァイルを再生し、またディジタルオーディオ信号用の光ピックアップ６０Ａ２及び６０Ｂ
２により内周側のファイルを再生して、異なるファイルによるディジタルビデオ信号及び
ディジタルオーディオ信号を組み合わせる場合でも、所望の編集結果を得ることができる
。
【０１１８】
さらにこれらの場合に、光ディスク３において、ディジタルビデオ信号とディジタルオー
ディオ信号とで記録領域を分割したことにより、各光ピックアップ６０Ａ１～６０Ｂ２に
おいては、ディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を時分割多重化して記録
した場合に比して（すなわち例えばＭＰＥＧに規定によるフォーマットによりデータ圧縮
したビデオデータ及びオーディオデータを、そのままの時系列により記録した場合に比し
て）、それぞれディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を効率良く再生する
ことができる。
【０１１９】
すなわちディジタルビデオ信号用の光ピックアップ６０Ａ１及び６０Ｂ１から出力される
再生信号ＲＦを処理してディジタルビデオ信号だけを再生することができ、またディジタ
ルオーディオ信号用の光ピックアップ６０Ａ２及び６０Ｂ２から出力される再生信号ＲＦ
を処理してディジタルオーディオ信号だけを再生することができる。これによりビュアー
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４の再生系においては、時分割多重化した場合における再生信号の選択的な処理を省略で
き、その分簡易な処理によりディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を再生
することができる。
【０１２０】
ちなみに、３０〔Ｍｂｐｓ〕のディジタルビデオ信号及び３〔Ｍｂｐｓ〕のディジタルオ
ーディオ信号を時分割多重化して記録した光ディスクよりディジタルビデオ信号を再生す
る場合、３３〔Ｍｂｐｓ〕のデータレートにより再生するとして、実際に有効なデータは
３０〔Ｍｂｐｓ〕／３３〔Ｍｂｐｓ〕となり、見かけ上、記録再生能力は、約９１〔％〕
に低下する。またこの場合ディジタルオーディオ信号については、記録再生能力が約９〔
％〕に低下する。ところがこの実施の形態のように、ディジタルビデオ信号の再生系と、
ディジタルオーディオ信号の再生系とを独立させ、またディジタルビデオ信号とディジタ
ルオーディオ信号の記録領域を分離すれば、記録再生能力の低下を有効に回避することが
できる。
【０１２１】
またテレビジョンカメラ２において、このように角速度一定の条件により回転駆動した際
に、高転送レートにより記録されたデータを再生することができる外周側領域より順次デ
ィジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号が記録されていることにより、光ピッ
クアップをシークさせても、十分な空き時間を確保して連続するディジタルビデオ信号及
びディジタルオーディオ信号を再生できるようになされている。
【０１２２】
すなわち磁気テープを用いたテレビジョンカメラを取材に使用する場合、一般に、記録画
時間が２０分程度の磁気テープが使用される。特に、ニュース等の取材現場においては、
この種の記録媒体において未記録領域が無くなるまで取材内容を記録することは稀で、多
くの未記録領域が発生する場合が多い。これにより光ディスク３を用いて取材内容を記録
する場合でも、光ディスク３に未記録領域を残したまま、取材を完了する場合が多いと考
えられる。
【０１２３】
このような場合に、高転送レートにより記録されたデータを再生することができる外周側
領域より順次ディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を記録すれば、シーク
を頻繁に繰り返す場合でも、内周側よりディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ
信号を記録する場合に比して、十分な時間的な余裕を確保してディジタルビデオ信号及び
ディジタルオーディオ信号を途切れることなく再生することができる。
【０１２４】
このようにしてプレビューにより編集結果を確認したオペレータにより再度各カットのイ
ン点、アウト点等を変更する場合、ビュアー４、パーソナルコンピュータ５においては、
操作ボタン等の操作に応動してオペレータの所望するファイルを再生し、またイン点、ア
ウト点等の変更を受け付け、さらにプレビューの処理を実行する。これらにより最終的な
編集リストが確定すると、ハードディスク装置７１に保持された編集リストにファイル名
が付加されてビュアー４に転送され、回転駆動の条件が線速度一定の条件に切り換えられ
てなる光ディスク３のシステムデータ領域に記録される。
【０１２５】
取材現場では、この光ディスク３をビュアー４より排出して放送局に持ち帰り、この放送
局において、ビュアー４におけるプレビューの場合と同様にして、光ディスク３に記録さ
れた編集リストに従って光ディスク３に記録された取材内容を再生して放送に使用するこ
とができる。またこれに代えてビュアー４より所望の通信回線を介して、編集リストに従
って光ディスク３の再生結果を放送局に伝送して取材結果を放送に使用することができる
。
【０１２６】
これら一連の処理において、ビュアー４においては、操作ボタンの操作、パーソナルコン
ピュータ５から制御コマンドに応動して光ディスク３を再生し、また編集リストを記録す
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るだけの、簡易な処理手順により編集作業を実行することができる。これに対してパーソ
ナルコンピュータ５側においては、市販のオペレーションシステム上に構築されたアプリ
ケーションプログラムにより全体の動作を制御することになる。これによりこの編集シス
テムにおいては、それぞれビュアー４及びパーソナルコンピュータ５側において、簡易に
処理プログラムを形成することができ、またバージョンアップに対応することができる。
また必要に応じてパーソナルコンピュータ５を適宜選択して、オペレータの使い勝手を向
上することができる。
【０１２７】
またこのようにパーソナルコンピュータ５とビュアー４を接続して使用することを前提と
して、パーソナルコンピュータ５側においては、ビュアー４に配置されたポインティング
デバイス４５によるディスプレー７７に表示されたＧＵＩの操作により、簡易編集の作業
が実行される。これにより例えばマウス等のポインティングデバイスを操作し得ないよう
な狭小な環境においても、簡易に編集作業を実行することができる。すなわちニュース等
の取材現場においては、小回りのきく車両に一連の機材を搭載して移動する場合が多く、
このような車両においては、マウス等を操作するには十分なスペースすら無い場合がある
。ところがこの実施の形態では、ビュアー４とパーソナルコンピュータ５とを配置するス
ペースだけを確保すれば、簡易に編集処理することができる。
【０１２８】
（１－３）第１の実施の形態の効果
以上の構成によれば、光ディスクの情報記録面を同心円状に分割してシステムデータ領域
とユーザー領域とを形成し、このシステムデータ領域に各ファイルの管理用データ、編集
リストのデータを記録したことにより、テレビジョンカメラ２における取材からビュアー
４による編集までの間、光ディスクでなる共通のディスク状記録媒体を用いて取材結果を
記録し、また編集でき、取材内容を迅速に編集して放送局に持ち帰ることができ、これに
より従来に比して格段的に効率良く取材結果を処理することができる。
【０１２９】
またビュアー４の光ピックアップから信号処理までの再生系において、ディジタルビデオ
信号の再生系とは独立して、ディジタルオーディオ信号の再生系を構成したことにより、
異なる場面のディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を簡易に組み合わせて
編集処理して、編集結果を確認することもできる。
【０１３０】
また記録領域を同心円状に分割してディジタルビデオ信号とディジタルオーディオ信号と
を記録したことにより、このように独立した再生系によりディジタルビデオ信号及びディ
ジタルオーディオ信号をそれぞれ再生して、効率良くディジタルビデオ信号、ディジタル
オーディオ信号を再生することができる。
【０１３１】
（２）第２の実施の形態
図１４は、本発明の第２の実施の形態に係る編集システムを示す平面図である。この編集
システム８１では、光ディスク３に記録した取材内容をビュアー８４により編集する。な
おこの第２の実施の形態に係る編集システム８１において、第１の実施の形態に係る編集
システム１と同一の構成は、対応する符号を付して示し重複した説明は省略する。
【０１３２】
図１５は、このビュアー８４を示すブロック図である。このビュアー８４は、第１の実施
の形態に係るビュアー４の構成に、ＣＰＵボード８５、ビデオボード８６を付加して形成
される。すなわちＣＰＵボード８５は、中央処理ユニットと、この中央処理ユニットのオ
ペレーティングシステム、アプリケーションプログラム等を格納したリードオンリメモリ
（ＲＯＭ）、この中央処理ユニットのワークエリアを形成するランダムアクセスメモリを
有し、図１２について上述したパーソナルコンピュータ５の機能を担う。
【０１３３】
ビデオボード８６は、このＣＰＵボード８５の制御により、光ディスク３の再生画像、静
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止画像、編集画面等をディスプレー４０に表示する。これに対応してビデオデコーダ５３
は、復調したディジタルビデオ信号によるディスプレー４０の直接の駆動を中止し、復調
したディジタルビデオ信号をビデオボード８６に出力する。
【０１３４】
図１５及び図１６に示す構成によれば、パーソナルコンピュータ５による編集の機能をビ
ュアー８４に盛り込むことにより、ビュアー８４単体で光ディスク３を編集することがで
きる。これにより取材現場にて、例えばビュアー８４を膝の上に載せて編集作業を実行す
ることができ、またシステム全体の構成を簡略化することができる。
【０１３５】
またパーソナルコンピュータと接続する必要が無いことにより、いわゆるパーソナルコン
ピュータとの相性による動作不良等を有効に回避することができる。
【０１３６】
（３）第３の実施の形態
図１６は、本発明の第３の実施の形態に係る編集システムを示す平面図である。この編集
システム９１では、パーソナルコンピュータ９５に接続したビュアー９４により光ディス
ク３に記録した取材内容を編集する。なおこの第３の実施の形態に係る編集システム９１
において、第１の実施の形態に係る編集システム１と同一の構成は、対応する符号を付し
て示し重複した説明は省略する。
【０１３７】
ここでこのビュアー９４は、サーチダイヤル４３、基本の操作ボタン４２だけが操作パネ
ルに配置される。
【０１３８】
図１７は、このビュアー９４を示すブロック図である。このビュアー９４は、ユーザーイ
ンターフェース５０によりサーチダイヤル４３、基本の操作ボタン４２の操作をシステム
コントロール５１に通知し、これによりビュアー９４単体では、光ディスク３に記録され
た取材内容を単に確認できるようになされている。
図１８は、パーソナルコンピュータ９５を示すブロック図である。このパーソナルコンピ
ュータ９５は、マウスキーボードインターフェース９７を介して、キーボード７５及びマ
ウス９６の操作を検出できるように構成され、これらキーボード７５及びマウス９６の操
作により、ビュアー９４にて表示された静止画像をイン点、アウト点に設定できるように
なされている。またこのようにして選択した編集対象を図１３について上述したＧＵＩの
操作により編集して編集リストを作成し、この編集リストの記録をビュアー９４に指示す
るようになされている。これによりこの編集システムでは、ビュアー８４の構成を簡略化
し、またポインティングデバイスとしてパーソナルコンピュータ９５のマウス９６を使用
できるようになされている。
【０１３９】
図１６～図１８に示す構成によれば、パーソナルコンピュータにマウスをポインティング
デバイスとして使用することにより、ビュアーの構成を一段と簡略化することができる。
【０１４０】
（４）第４の実施の形態
図１９は、本発明の第４の実施の形態に係る編集システムを示す平面図である。この編集
システム１０１では、ビュアー１０４単体で編集作業を実行し、また編集結果、取材内容
をディスプレー１０６により確認する。なおこの第４の実施の形態に係る編集システム１
０１において、第１及び第２の実施の形態に係る編集システム１及び８１と同一の構成は
、対応する符号を付して示し重複した説明は省略する。
【０１４１】
ここでこのビュアー１０４は、サーチダイヤル４３、基本の操作ボタン４２、編集操作ボ
タン４４が操作パネルに配置され、ポインティングデバイスとしてマウス９６が接続され
る。
【０１４２】
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図２０は、このビュアー１０４の全体構成を示すブロック図である。このビュアー１０４
は、ユーザーインターフェース５０により、他の操作ボタンの操作に加えて、マウス９６
の操作を検出する。さらにＣＰＵボード８５に実装された中央処理ユニットによりリード
オンリメモリに記録された所定のアプリケーションプログラムを実行し、一連の編集作業
を実行し、またビデオデコーダ５３による復調結果をビデオボード８６によりディスプレ
ー１０６で表示する。
【０１４３】
図１９及び図２０に示す構成によれば、ビュアー単体で編集できるように構成する場合に
、ポインティングデバイスとしてマウスを使用するようにしても、上述の第２の実施の形
態と同様の効果を得ることができる。またポインティングデバイスとしてマウスを使用す
ることにより、ビュアーの構成を一般化することができ、その分メンテナンス性を向上す
ることができる。
【０１４４】
（５）他の実施の形態
なお上述の第１の実施の形態等においては、押圧力検出手段でなるポインティングデバイ
スをビュアーの操作パネルに配置する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、図
２１に示すように、タッチパネル１４５ＸＹを用いたポインティングデバイス、図２２に
示すように、トラックボール１４６ＸＹを用いたポインティングデバイス等を使用しても
よい。
【０１４５】
また上述の実施の形態においては、いわゆるカット編集によりディジタルビデオ信号を編
集する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、種々の編集作業に広く適用するこ
とができる。
【０１４６】
さらに上述の実施の形態においては、ディジタルビデオ信号に対して４チャンネルのディ
ジタルオーディオ信号を記録する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、必要に
応じてディジタルオーディオ信号のチャンネル数は種々に選択することができる。
【０１４７】
また上述の実施の形態においては、光ディスクの外周側よりディジタルビデオ信号及びデ
ィジタルオーディオ信号を記録する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、十分
なシーク時間を確保できる場合には、内周側より記録してもよい。
【０１４８】
さらに上述の実施の形態においては、線速度一定の条件により光ディスクを駆動してディ
ジタルビデオ信号等を記録し、角速度一定の条件により再生する場合について述べたが、
本発明はこれに限らず、例えばディスク状記録媒体として光磁気ディスクを適用する場合
であって、かつ十分な記録容量を確保できる場合には、記録再生の双方において角速度一
定の条件により光ディスクを駆動してもよい。また相変化型の光ディスクを用いる場合で
も、レーザー光量の制御により内周側と外周側とで相違する線速度によっても確実に所望
のデータを記録できる場合、記録再生の双方において角速度一定の条件により光ディスク
を駆動してもよい。
【０１４９】
また上述の実施の形態においては、テレビジョンカメラにおいては１組の光ピックアップ
により、ビュアーにおいては２組の光ピックアップにより光ディスクをアクセスする場合
について述べたが、本発明はこれに限らず、実用上十分な転送速度を確保できる場合、テ
レビジョンカメラにおいては片面に配置した１の光ピックアップにより、ビュアーにおい
ては、片面に配置した２の光ピックアップにより光ディスクをアクセスしてもよい。
【０１５０】
また上述の実施の形態においては、パーソナルコンピュータとビュアーとを１のインター
フェースにより接続する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えばディジタ
ルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号に専用のインターフェースを割り当てるよう
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にしてもよい。
【０１５１】
さらに上述の実施の形態においては、ビュアーにより光ディスクを再生する場合について
述べたが、本発明はこれに限らず、例えば同様の光ディスクドライブを有するパーソナル
コンピュータにより光ディスクを再生し、また編集するようにしてもよい。なおこの場合
パーソナルコンピュータが編集装置に該当することになる。
【０１５２】
さらに上述の実施の形態においては、テレビジョンカメラで記録したディジタルビデオ信
号及びディジタルオーディオ信号を編集する場合について述べたが、本発明はこれに限ら
ず、種々の映像機器で記録したディジタルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を編
集する場合にも広く適用することができる。
【０１５３】
また上述の実施の形態においては、ディジタルビデオ信号をＭＰＥＧによりデータ圧縮し
て光ディスクに記録する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、種々の手法によ
りデータ圧縮して記録する場合にも広く適用することができる。
【０１５４】
さらに上述の実施の形態においては、両面に記録可能な相変化型の光ディスクにディジタ
ルビデオ信号及びディジタルオーディオ信号を記録する場合について述べたが、本発明は
これに限らず、両面に記録可能な光磁気ディスク、ライトワンス型の光ディスクを使用し
てもよく、十分な記録容量を確保できる場合、片面だけを使用するようにしてもよい。
【０１５５】
【発明の効果】
上述のように本発明によれば、ビデオ信号及びオーディオ信号と共に、ビデオ信号、オー
ディオ信号の管理用データと、編集リストのデータを併せてディスク状記録媒体に記録す
ることにより、撮像装置から編集装置まで、共通のディスク状記録媒体により取材結果を
処理して、従来に比して格段的に効率良く取材結果を処理することができ、その分この種
のシステムの使い勝手を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る編集システムを示す平面図である。
【図２】図２の編集システムに適用される光ディスクを示す平面図である。
【図３】図１の編集システムのテレビジョンカメラを示すブロック図である。
【図４】図３のテレビジョンカメラの記録信号処理回路を示すブロック図である。
【図５】図４の記録信号処理回路の動作の説明に供するタイムチャートである。
【図６】図３のテレビジョンカメラの再生信号処理回路を示すブロック図である。
【図７】図６の再生信号処理回路の動作の説明に供するタイムチャートである。
【図８】図１の編集システムのビュアーを示す正面図である。
【図９】図８のビュアーにおけるポインティングデバイスを示す断面図である。
【図１０】図８のビュアーの構成を示すブロック図である。
【図１１】図１０のビュアーにおいてドライブ及びドライブコントロールの構成を詳細に
示すブロック図である。
【図１２】図１の編集システムのパーソナルコンピュータを示すブロック図である。
【図１３】簡易編集時におけるパーソナルコンピュータの表示画面を示す平面図である。
【図１４】本発明の第２の実施の形態に係る編集システムを示す平面図である。
【図１５】図１４の編集システムに適用されるビュアーを示すブロック図である。
【図１６】本発明の第３の実施の形態に係る編集システムを示す平面図である。
【図１７】図１５の編集システムに適用されるビュアーを示すブロック図である。
【図１８】図１５の編集システムに適用されるパーソナルコンピュータを示すブロック図
である。
【図１９】本発明の第４の実施の形態に係る編集システムを示す平面図である。
【図２０】図１９の編集システムに適用されるビュアーを示すブロック図である。
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【図２１】他の実施の形態に係るビュアーに適用されるポインティングデバイスを示す平
面図である。
【図２２】トラックボールによるポインティングデバイスを示す平面図である。
【符号の説明】
１、８１、９１、１０１……編集システム、２……テレビジョンカメラ、３……光ディス
ク、４、８４、９４、１０４……ビュアー、５、９５……パーソナルコンピュータ、７Ａ
、７Ｂ、６０Ａ１～６０Ｂ２……光ピックアップ、５２……システムコントロール、７２
……中央処理ユニット、ＡＲ１……システムデータ領域

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】 【図２１】

【図２２】
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